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( 2 ) 
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県公連副会長吉小
利幸

痛
み
を
背
負
っ
て

公民館かながわ

公
民
館
は 、
二
十
世
紀
の
社
会
に
歴

史
を
刻
み
な
が
ら
発
展
を
遂
げ
て
き
た。

し
か
し、
今
日 、
二
十一
世
紀
に
構

築
し
て
き
た
日
本
の
社
会・
福
祉・
経

済・
教育
・

文
化
等
の
制
度
が
崩
壊
し

た。
二
十一
世
紀
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て 、
新
自

由
主
義・
市
場
原
理・
国
主
導
に

よ
る

構
造
改
革
の
名
の
下
に 、
行
財
政
改
革 、

規
制
緩
和 、
民
営
化
等
が
推
し
進
め
ら

れ
て
い

る。
地
方
自
治
法
も
改
正
し、

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
し
て
公
共
施

設
の
管
理・
運
営
の
効
率
化 、
弾
力
化 、

経
費
削
減
等
が
導
入
さ
れ
た。
社
会
教

育
施
設
の
経
営
も
企
業
や
N
P
O 、
地

域
の
団
体
等
に
委
ね
多
様
化
の
様
相
だ。

教育
・

福
祉・
文
化
等
は
市
場
原
理
の

尺
度
で
測
れ

る
も
の
で
は
な
い。

更
に 、
社
会
教育
固
有
の
領
域
も
薄

れ 、
住
民
生
活
の
全
領
域
に
視
野
を
向

け
る
必
要
か
ら 、
生
涯
学
習
や
社
会
教

育
行
政
及
び
社
会
教育
施
設
を
首
長
部

日
局
に
移
管
す

る
地
方
自
治
体
が
増
え
て

酌
い

る。

明

公
民
館
は 、
こ
う
し
た
潮
流
の
中
で

一
「
痛
み」
を
ま
と
も
に
受
け
て
い

るO

E

こ
れ
ま
で、
公
民
館
は 、
幾
多
の
社

団
会
の
変
化
や
荒
波
に
採
ま
れ
な
が
ら
も、

咽
心
豊
か
な
生
活
と
充
実
し
た
人
生
を
模

索
し
て
き
た。
そ
の
確
立
の
た
め
に 、

地
方
自
治
体
の
責
務
と
し
て 、
住
民
の

基
本
的
人
権
と
学
習
権
を
保
障
し、
住

民
の
民
主
主
義
実
践
の
場
に
必
要
な
施

設
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た。

教
育
基
本
法
は

空
気
の
よ
う

な
も
の

私
は 、
一
九
六
七
(
昭
和
四
十
二)

年
か
ら
二
十
世
紀
最
後
の
年
度
末
ま
で、

川
崎
市
の
社
会
教育
行
政
を
は
じ
め
社

会
教育
施
設
に
勤
め
て
き
た。
憲
法 、

教育
基
本
法 、
社
会
教育
法 、
条
例
等

で
庇
護
さ
れ 、
そ
の
下
で
精一
杯
の
仕

事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
自
負
が

あ
る。し

か
し、
特
に
憲
法
や
教育
基
本
法

を
意
識
し
て
仕
事
を
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
な
気
も
す

る。
つ
ま
り、
空
気
の

よ
う
な
存
在
で、
普
段 、
意
識
す

る
こ

と
も
な
け
れ
ば 、
そ
の
重
要
性
ゃ
あ
り

が
た
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
な
か
っ
た。

そ
の
空
気
が
酸
素
不
足
や
汚
染
さ
れ
妨

げ
と
なっ
た
と
い
う
認
識
も
持
た
な
か

っ
た。そ

の
教育
基
本
法
が
改
正
さ
れ

る
の

を
知
り、
初
め
て
愛
着
が
増
し、

こ
と

の
重
大
性
に
気
づ
い
た
の
が
実
情
で
あ

る。

改
正
教
育
基
本
法
か
ら

見
え
る
も
の

こ
れ
ま
で
教育
基
本
法
を
改
正
し
な

い
で
も、
国
は
社
会
の
変
化
に
応
じ
て

社
会
教育
法
を
幾
度
も
部
分
的
に
改
正

し
適
応
さ
せ
て
き
た。

二
O
O
六
(
平
成
十
八)
年
十
二
月

に
施
行
さ
れ
た
改
正
教育
基
本
法
は 、

条
文
の
規
定
が
よ
り
詳
細
に
な
り
道
徳

面
の
強
化
を
図っ
て
い

る
の
が
特
徴
的

だ。社
会
教育
関
係
を
見

る
と、

こ
れ
ま

で
社
会
教育
法
の
中
で
実
施
し
て
き
た

事
業
を
細
分
化・
独
立
さ
せ
新
し
く
条

文
と
し
て
規
定
し
た
感
が
す

る。
第
十

条
に
「
家
庭
教育」
を
新
設
し、
子
ど

も
の
教育
に
つ
い
て
親
の
第一
義
的
責

任
を
明
文
化
し
た。
ま
た、
親
の
私
事

性
の
強
い
家
庭
教育
を 、
国
の
教育
目

標
の
実
現
を
家
庭
に
ま
で、
特
に
母
親

だ
け
に
負
わ
せ

る
こ
と
に
な
ら
な
い

よ

う
に
願っ
て
い

る。
第
十一
条
に
「
幼

児
期
の
教育」
も
新
設
し、
そ
の
重
要

性
を
再
確
認
さ
せ
て
い

る。
こ
れ
ま
で

第
七
条
に
あ
っ
た
社
会
教育
を
第
十
二

条
に
格
下
げ 、
「
家
庭
教育
及
び
勤
労

の
場
所」
を
削
除
し、
「
個
人
の
要
望

や
社
会
の
要
請
に

こ
た
え」
が
挿
入
さ

れ
改
訂
さ
れ
た。
社
会
教育
の
弱
体
化

が
懸
念
さ
れ

る。
第
十
三
条
に
「
学
校 、

家
庭
及
び
地
域
住
民
等
の
相
互
連
携
協

力」
を
新
設。
こ
れ
ま
で
も
学
校・
家

庭・
地
域
の
三
者
が
健
全育
成
や
教育

の
目
的
の
実
現
に
向
け
て 、
そ
れ
ぞ
れ

の
責
任
と
役
割
を

分
担
し、
相
互
に
緊

密
な
連
携・
協
力
を
し
て
き
た
が、
今

後
も
必
要
か
つ
重
要
な
こ
と
で
あ

る
と

田ひ
λノ 。四

改
正
教
育
基
本
法
を
受
け
た

社
会
教
育
法
改
正
の
動
き

教育
基
本
法
の
改
正
を
受
け 、
中
央

教育
審
議
会
生
涯
学
習
分
科
会
の
制
度

問
題
小
委
員
会
で、
社
会
教育
法
改
正

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る。
教育
基

本
法
の
全
面
的
な
改
正
が
行
わ
れ
た
の

で、
そ
れ
に
添っ
て
社
会
教育
法
の
改

正
も
行
わ
れ

る
の
は
避
け
ら
れ
な
い。

既
に
学
校
教育
法
な
ど
教育
三
法
が
昨

年
六
月
に
改
正
さ
れ
て
い

る。

公
民
館
が
六
十
年
余
に
わ
た
り、
社

会
教育
法
第
五
章
の
下
で
発
展
し
て
き

た。
そ
の
章
が
大
き
く

書
き
改
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い

る。
社
会
教育
の
振
興

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
社
会



公民館かながわ

教育
主
事
に
つ
い
て
も
同
様。
こ
れ
ま

で
事
務
局
に
置
く
と
し
て
い
た
が

、
首

長
部
局
や
教育
機
関
に
置
く
こ
と
も
検

討
さ
れ
て
い

る。
そ
の
他

、
社
会
教育

の
目
的

、
国・
地
方
公
共
団
体
の
役
割

・
関
係・
責
務
等
に
つ
い
て 。
社
会
教

育
委
員

、
社
会
教育
施
設

、
家
庭
教育

支
援

、
学
校・
家
庭
及
び
地
域
住
民
等

の
相
互
連
携
協
力
等

、
社
会
教育
法
を

多
岐
に
検
討
し
て
い

る。

二
十一
世
紀
の
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
社
会
を
発
展
さ
せ

る
た
め
に
必

要
な
施
設
と
し
て

、
こ
れ
か
ら
も
公
民

館
が

、
地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
必

要
な
施
設
で
あ

る
こ
と
を
望
み
た
い。

豊
か
な
生
活
と
充
実
し
た
人
生
を
地
域

住
民一
人
ひ
と
り
が
追
求
す

る
場
と
し

て
、

今
後
も
在
り
続
け
た
い
と
強
く

願

っ
て
い

る一
人
で
あ

る。

公
民
館
で
働
く

職
員
の
積
極
的
な
発

言・
意
見
等
を

、
是
非

、
県
公
連
に
お

寄
せ
頂
き

、こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
あ

る
べ
き
姿
を一
緒
に
考
え
た
い
と
思
っ

て
い

る。

( 3 ) 

一
地
域
社
会の
創
造を
め
ざ
す
公
民
館

一
第
四
十
九
回

一
神奈川県公民館大会

一

川
崎
市
麻
生
市
民
館
ホ
l
ル

第
四
十
九
回
神
奈
川
県
公
民
館
大
会

が
平
成
二
十
年一
月
二
十
五
日
に
川
崎

市
麻
生
市
民
館
ホ
l

ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た。大

会
は

、
主
題
を
「
地
域
社
会
の
創

造
を
め
ざ
す
公
民
館」
副
題
を
1

地
域

の
紳
を
確
か
な
も
の
に
す

る
教育
・

学

習
機
関
と
し
て
ー
と
し
て
県
内
市
町
公

民
館
職
員

、
運
営
審
議
会
委
員

、
教育

委
員
会
事
務
局
関
係
職
員

、
社
会
教育

委
員

、
社
会
教育
関
係
団
体

、
川
崎
市

民
な
ど
五
百
六
十
五
人
が
参
加
す

る
な

か
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た。

公
民
館
が
社
会
教育
施
設
と
し
て
創

設
さ
れ
て
か
ら
六
十
年
余
り

経
過
し
、

日
本
社
会
が
様
々
な
課
題
を
抱
え

る一

方
で

、
公
民
館
の
本
来
の
活
動・
機
能

を
果
た
す
た
め
の
条
件
整
備
が
困
難
に

なっ
て
き
て
い
ま
す。
そ
こ
で

、
県
内

公
民
館
関
係
者
や
市
民
が一
堂
に
会
し
、

地
域
の
教育
・

学
習
機
関
で
あ

る
公
民

館
の
原
点
を
再
確
認
し
、

地
域
社
会
を

創
造
す

る
紳
を
考
え

る
機
会
と
し
て
催

さ
れ
ま
し
た。

川
崎
市
で
活
動
し
て
い

る
合
唱
団
に

始よ
まる
りア
まト
しラ
たク。 シ

ョ
ー/
の
後

式
典
が

[コーラス銀の会Jのみなさんによるアトラクション

式
典
は

、
①
公
民
館
の
歌
の
斉
唱

、

②
開
式
の
こ
と
ば

、
③
主
催
者
あ
い
さ

つ
、

④
優
良
公
民
館
の
表
彰・
職
員
等

功
績
表
彰・
永
年
勤
続
表
彰

、(
内
容

は
、

後
段
参
照)
⑤
川
崎
市
副
市
長

、

神
奈
川
県
教育
委
員
会
の
祝
辞

、
⑥
閉

式
の
こ
と
ば
と
続
き
終
了
し
ま
し
た。

そ
の
後

、
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た。

一

事
例
発
表

一

一

←

「
学
校
ヘ
行
こ
う
|

一

一

自
分
の
中
の

一

一

子
ど
も
と
向
き
合
う」

一

一

宮前市民館市民自主学級
一

一
グループえんが・輪一

←

代表
小笹

奨
氏
一

学
校
と
の
か
か
わ
り
、

子
ど
も
と
と

も
に育
つ
活
動
が
少
な
く
なっ
た
中

、

宮
前
区
で
行
わ
れ
た
市
民
自
主
学
級
の

活
動
を
通
じ
て
の
学
校
教育
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た。

平
成
十
八
年
度
の
「
学
校
へ
行
こ

う」
と
題
し
て
の
七
回
講
座

、
平
成
十

九
年
度
の
「
教育
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
力
を

つ
け

よ
う」
の
九
回
の
講
座
の
内
容
は

、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
意
味・
事
例
研
究
や

、

教
室
で
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
机

を
並
べ
自
ら
を
再
発
見
し
た
体
験
入
学

の
様
子
や

、
サ
マ
l

ス
ク

ー
ル
の
企
画

運
営
の
様
子
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た。

自
主
学
級
参
加
者
が
子
ど
も
に
か
か
わ

る
こ
と
で

、
少
し
違っ
た
大
人
と
し
て

成
長
し
、

地
域
の
教育
力
を
高
め
て
い

く 。
そ
の
た
め
に
自
主
学
級
が
で
き

る

こ
と
は
何
か
を
探
す
学
級
活
動
と
なっ

た
よ
う
で
す。

一

事
例
発
表

二

一

一

「
多
摩
E
陵
の
ま
ち
の

一

一

魅
力
を
未
来
へ

一

一

i
大
地
を
紡
ぎ 、
つ
な
が
る
i」

←

一
麻生市民館市民自主企画事業一

一

里山フォーラムm麻生
一

-
事務局長
石井よし子
氏

一

多
摩
正
陵
の
十
六
万
都
市
麻
生
の

「
自
然
や
暮
ら
し
の
歴
史」
を
い
か
し

た
文
化
と
環
境
を

、
新
た
に
多
く
の

人
々
と
共
に
未
来へ
つ
な
ご
う
と
す

る



( 4 ) 
学
び
や
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た 。

具
体
的
な
事
業
内
容
は
①一
堂
に
会

す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催 、
②
里
地・

里
山
カ
フ
ェ
塾
で
多
様
な
テ
i

マ
を
継

続
学
習
す
る 、
③
情
報
の
受
発
信
の
た

め
の
里
地・
里
山
だ
よ
り
の
発
行
等
で

す 。今 、
自
然
村
単
位
の
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
小
さ
な
活
動
が
多
様
に
展
開
さ

れ
つ
つ
あ
り 、
そ
れ
ら
が
自
治
と
豊
か

な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
願
い 、

大
地
に
根
差
し
た
市
民
活
動
団
体
と
地

元
の
農
家
の
方
々 、
学
校
と
の
穏
や
か

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
醸
成
し 、
交
流
や

相
互
理
解
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と 。
ま

た
自
然
と
共
に
生
き
て
き
た
人
間
の
姿

を 、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
在
り
ょ
う
を
課

題
と
し
て
学
び
活
動
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
話
さ
れ
ま
し
た 。

事
例
発
表
の
後 、
鼎
談
が
聞
か
れ
ま

し
た 。

公民館かながわ

鼎

談

「
地
域
社
会
の
中
で
人
と
人 、

活
動
と
人
を
ど
う
結
ぶ
の
か」

1
現
代
に
於
け
る
公
民
館
活
動
の

役
割
を
考
え
る
1

作
家・
脚
本
家

山
田

太一

川
崎
市
宮
前
区
長

大
下

勝
巳

講

百川申AUHH
 

氏氏

司
会・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
I

学
校
法
人
鴎
友
学
園
副
理
事
長

元
県
社
会
教
育
委
員

柴
田

頼
子

氏

鼎
談
は 、
大
下
氏 、
柴
田
氏 、
山
田

氏
の
順
番
に
紹
介
と
鼎
談
の
テ
l

マ
に

係
る
話
が
さ
れ
ま
し
た 。

大
下
氏
か
ら
は 、
四
十
歳
で
参
加
し

た
「
父
親
家
庭
教
育
学
級」
の
テ
l

マ

型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
や

町
内
会
活
動
を
通
じ
た
地
縁
型
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
び 、
職
業
人
で
な

い
地
域
で
の
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け

た
こ
と
や
個
か
ら
公
共
に
つ
い
て
学
ん

だ
こ
と
の
体
験
が
話
さ
れ
ま
し
た 。

柴
田
氏
か
ら
は 、
子
ど
も
時
代
に
公

民
館
で
創
り
あ
げ
た
演
劇
活
動
や 、
社

会
教
育
指
導
員
と
し
て
行
っ
た
「
学

級」
活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
『
相
手
を

大
切
に
す
る
お
節
介
で
は
な
い 、
お
ば

さ
ん』
の
必
要
性
に
つ
い
て 。
ま
た 、

学
級
か
ら
発
展
し
た
グ
ル
ー

プ
「
チ
エ

ネ
ッ
ト」
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
「
個
と

個
の
繋
が
り」
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た 。

ま
た 、
山
田
氏
か
ら
は 、
社
会
が
変

化
し
て
き
て
お
り 、
理
想
論
だ
け
で
は

終
わ
ら
な
い 、
人
が
持
つ
情
念
な
ど
が

沢
山
あ
る 。
情
念
に
蓋
を
す
る
と
活
力

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る 。
ま

た 、
『
智
恵
子
抄」
の
詩
を
引
用
し 、

公
民
館
の
活
動
の
素
晴
ら
し
き
の一
方

で 、
個
と
し
て
生
き
て
い
る
人
が
沢
山

お
り 、
同一
の
物
差
し
で
は 、
計
れ
な

い
個
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た 。

三
者
の
ス
ピ
ー

チ
を
受
け 、
公
民
館

が 、
今
「
ヒ
ン
ヤ
リ」
し
て
い
る
こ
と
が

取
り
上
げ
ら
れ 、
そ
れ
に
対
し 、

学習
が

学
習
で
終
わ
る
こ
と
な
く 、
ま
ち
づ
く
り

に

繋げ
る
事
が
必
要
で
あ
る
こ
と 。
ま
た 、

職
員
と
の
か
か
わ
り
の
中
か
ら
市
民
が

傷
つ
い
て
い
る
こ
と 。
社
会
の
変
化
の

中
で
公
民
館
だ
け
が
例
外
で
よ
い
と
い

う
時
代
で
は
な
い
こ
と 。
さ
ら
に 、
職

員
が
職
業
に
対
す
る
使
命
感
や
誇
り
を

持っ
て
い
て
欲
し
い
こ
と 。
そ
し
て 、

市
民
も
感
謝
を
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と 。
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た 。

最
後
に
違
い
を
認
め
あ
う
こ
と
に
よ

っ
て 、
人
と
人
が
繋
が
っ
て
行
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ 、
鼎

談
が
終
了
し
ま
し
た 。

鼎
談
終
了
後 、
川
崎
市
か
ら
次
回
開

催
地
相
模
原
市へ
神
奈
川
県
公
民
館
連

絡
協
議
会
旗
の
引
継
ぎ
と
相
模
原
市
教

育
長
に
よ
る
次
期
開
催
地
の
あ
い
さ
つ

が
行
わ
れ
終
了
し
ま
し
た 。

平
成
十
九
年
度
の
表
彰

O
優
良
公
民
館
表
彰

秦
野
市
立
南
が
正
公
民
館

平
塚
市
立
大
原
公
民
館

O
職
員
等
功
績
表
彰

栗
原

旭

氏

秦
野
市
立
南
公
民
館

小
中

信
幸

氏

相
模
原
市
立
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

O
永
年
勤
続
表
彰

須
藤
登
美
男

氏

横
須
賀
市
追
浜
公
民
館

受
賞
者・
受
賞
館
の
皆
様 、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す 。
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公民館かながわ

県
公
民
館
連
絡
協議
会
と
県
教育
委

員
会
の
共
催
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー

を
、

県

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
ター
を
中
心
に
開

催
し
ま
し
た

。
総
勢
七
十
六
名
の
参
泊
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た

。
講
座
の
テ
l

マ

・

参〆加
者
の
感
想
の一
部
を
紹
介
し
ま
す

。

( 5 ) 
O
講
義
「
公
民
館
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

ー
先
輩
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド

バ
イ
ス
j

」

相
模
原
市
生
涯
学
習
課

火口
古
宇
和
也

氏

藤
沢
市
生
涯
学
習
課

中
島

淳一

氏

大
和
市
渋
谷
学
習
セ
ン
ター

山
口

博一

氏

岡国
公
民
館
の
職
員
と
し
て

、(
地

域
住
民)
人
と
の
つ
な
が
り
を
構

築
し
深
め

る
工
夫
が
必
要
で
あ

る

こ
と
を
実
感
し
た

。

O
講
義
と
グ
ル
ー

プ
ワ
l

ク

「
今 、

な
ぜ
公
民
館
な
の
か
」

神
奈
川
県
公
民
館
連
絡
協議
会
会
長

神
崎
節
生

氏

v 

晴 ||本日 |
が 悩 た再一一
多 み 、 確 体
か が 各 認 完全
つ分 公 し的
た か 民 た な

。 り 館 事 こ
共 運 も と
感 営 多 が
で 上 か 整
き の つ理

る 工 たで
事 夫 。 き
柄 や ま

O
講
義
「
住
民
ニ
ー

ズ
の
把
握
と

広
報
活
動」

目
白
大
学
教
授

奥
野

貴
司

氏

閣国
広
報
活
動
を
し
て
い
く

上
で

、

講
師
の
お
話
は
具
体
性
や
新
し
い

発
想
が
あ
り
、

と
て
も
参
考
に
な

っ
た

。

O
事
例
発
表

第
二
十
九
回
全
国
公
民
館

研
究
集
会
報
告

「
地
域
の
人
間
関
係
が
育
む

家
庭
教
育」

秦
野
市
立
南
公
民
館
館
長

栗
原

旭

氏

「
市
民
自
主
学
級
・

市
民
自
主
企
画
事
業」

川
崎
市
教育
文
化
会
館

藤
林

園
恵

氏

嗣困
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
を
築い

た
過
程
と
努
力
に
感
心
し
ま
し
た

。

O
人
権
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

「
公
民
館
活
動
に
お
け
る

高
齢
者
の
人
権」

愛
甲
教育
事
務
所
社
会
教育
主
事
兼

指
導
主
事

大山〈口

京
司

氏

同国
今
ま
で
と
違
う
視
点
か
ら
人
権

に
つ
い
て
の

ア
プ
ロ
ー

チ
学
習
で

、

新
た
に
発
見
し
た
こ
と
が
多
く
、

た
め
に
なっ
た

。

O
講
義
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

「
学
習
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・

立
案
と
学
習
方
法」

明
星
大
学
非
常
勤
講
師

京

利
幸

氏

川
崎
市
宮
前
市
民
館

西
山

和
美

氏

問団
実
践
的
な
体
験
と
そ
れ
に
つ
な

が
る
心
が
け
や

、
考
え

る
べ
き

こ

と
な
ど
の
話
が
聞
け

、
ま
た

、
プ
ロ

グ
ラ
ム
企
画
に
当
た
っ
て
の
作
業

.
段
取
り
を
改
め
て
学べ
た
と回心
う
。

O
講
義
「
改
正
教
育
基
本
法
と

こ
れ
か
ら
の
公
民
館」

八
洲
学
園
大
学
教
授

山
本

恒
夫
氏

閣国
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
考
え
た

、

公
民
館へ
の
期
待
と

、
課
題
を

分

か
り
ゃ
す
く

提
示
し
て
い
た
だ
き

、

と
て
も
参
考
に
なっ
た

。

O
講
義
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

「
地
域
づ
く
り
と
生
涯
学
習」

高
崎
経
済
大
学
准
教
授

樫
井

常
矢

氏

岡国
全
国
を
飛
び
回

る
講
師
の
話
は

、

説
得
力
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
地

域 εつ
く
り
の
上
で

、
公
民
館
に
求

め
ら
れ
て
い

る
課
題
を

理
解
す

る

こ
と
が
で
き
た

。

《表紙》鴫く虫の観察会

手作りの灯り展

座
間
市
公
民
館
講
座
と
し
て
小
学
生

以
上
を
対
象
に
夏
休
み

ク
ラ
フ
ト
ス

ク

ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た

。

座
間
市
公
民
館
利
用
サ
ー

ク
ル
で
あ

る
「
百
灯
あ
か
り
の
会」
の
指
導
に

よ

り
夏
休
み
の
思
い
出
と
な

る
虫
や
花
模

様
の
個
々
の
デ
ザ
イ
ン
で
手
作
り
の
灯

り
を
作
り
、

百
灯
あ
か
り
の
会
の
作
品

と
併
せ

、
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
た
作
品
を

平
成
十
九
年
九
月
十
六
日
(
日)
午
後

六
時
か
ら
八
時
ま
で
展
示
し
ま
し
た

。

市
内
県
立
座
間
谷
戸
山
公
園
里
山
体

験
館
及
び
周
辺
の
道
を
会
場
に

，
谷
戸
山
公
園
の

秋
の
虫
の
声
を
聞
き1

I
手
作
り
の
灯
り
の
演
出
で

里
山
の
秋
を
楽
し
むa

会
場
に
は
家
族
連
れ
を
は
じ
め
多
く

の
来
場
者
が
訪
れ

、
会
場
の
周
辺
は
閣

の
中
で
灯
り
に
照
ら
さ
れ
た
幻
想
的
な

霊
玄
の
世
界へ
と

、
い
ざ
な
わ
れ

、
日

常
を
離
れ
て
凍
と
し
た
空
間
の
中
の
世

界
を
堪
能
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

座
間
市



( 6 ) 公民館かながわ

煙量. の
『アウトドアスタールJ
公民

ボラシティア
伊勢原市立伊

伊
勢
原
市
は
神

奈
川
県
の
県
央
に

位
置
し 、
近
年
十

万
人
都
市
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た 。

伊
勢
原
中
央
公
民

館
を
中
心
に
市
内

に
七
公
民
館
が
あ

り
ま
す 。

伊
勢
原
南
公
民

館
は
小
田
急
線
伊

勢
原
駅
の
南
地
区

に
位
置
し 、
区
域

内
に
二
つ
の
小
学

校
と一
つ
の
中
学

校
が
あ
り
ま
す 。

伊
勢
原
南
公
民

館
に
は
「
み
な
み

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア」
と
い
う
組
織

が
あ
り 、
一
般
の

方
々
が
自
ら
の
意

志
で
生
涯
学
習
に

つ
い
て
の
様
々
な

活
動
に
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す 。

こ
の 、
み
な
み

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の

企画

哩豊富に

よ

る護世
「
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ク
ー

ル」

を
紹
介
し
ま
す 。

毎
年
夏
休
み
の
最
初
の
土
曜
日 、
主

に
小
学
校
の
高
学
年
を
対
象
に
野
外
炊

飯
と
自
然
観
察・
史
跡
の
散
策
を
体
験

す
る
講
座
で
す 。

参
加
募
集
の
周
知
は 、
「
市
広
報」 、

「
公
民
館
だ
よ
り」
に
よ
る
伊
勢
原
南

地
区
内へ
の
回
覧
と
区
域
内
の
二
小
学

校へ
の
チ
ラ
シ
配
付
を
行
っ
て
い
ま
す 。

毎
年
恒
例
と
なっ
て
い
る
人
気
事
業

で
三
十
人
の
募
集
定
員
は
三
日
程
度
で

満
員
に
な
り
ま
す 。
低
学
年
は
保
護
者

同
伴
で
受
け
付
け
て
い
ま
す 。

毎
年
応
募
し
て
く
る
リ
ピ
ー
タ
l

の

子
も
お
り 、

公
民
館
と
し
て
は
継
続
し

て
い
き
た
い
最
優
先
の
事
業
で
す 。

朝
九
時
に
伊
勢
原
南
公
民
館
か
ら
市

の
パ
ス
で
日
向
薬
師
ま
で
移
動
し 、
日

向
ふ
れ
あ
い
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
約一

時
間
の
ハ
イ
キ
ン
グ 、
車
の
通
る
道
路

で
の
移
動
に
は
安
全
確
保
の
た
め
に
多

く
の
監
視
の
目
が
必

要
に
な
り
ま
す 。

昼
食
は
飯
ご
う
炊

飯
に
よ
る
カ
レ
ー

ラ

イ
ス
づ
く
り 、
災
害

対
策
も
意
図
し
て
青

竹
を
利
用
し
た
炊
飯

も
行
い 、
子
ど
も
た

ち
は
慣
れ
な
い
火
お

こ
し
ゃ
調
理
な
ど
と

ま
ど
い
な
が
ら
も 、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指

導
で
上
手
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た 。

同
じ
材
料
で
も 、
鍋
ご
と
に
少
し
ず
つ

味
が
異
な
り 、

昼
食
は
カ
レ
l

の
食
べ

比
べ
に
な
り
ま
し
た 。

昼
食
の
後
は
ス
イ
カ
割
り 、

低堂牛
か

ら
順
番
に
挑
戦
し
て 、
三
個
の
ス
イ
カ
で

全
員
が
挑
戦
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た 。

昨
年
か
ら
体
験
イ
ベ
ン
ト
と
し
て 、

の
こ
ぎ
り
で
の
丸
太
切
り

体
験
を
行
っ

て
い
ま
す 。
直
径
十
叩
程
度
の
丸
太
も

初
め
て
の
こ
ぎ
り
を
握
る
子
ど
も
た
ち

に
は
大
変
な
作
業
で 、
低
学
年
の
子
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
半
分
ほ
ど
切
っ
て
も

ら
い 、
切
り
落
と
す
体
験
を
し
ま
し
た 。

子
ど
も
た
ち
は 、
切
り
落
と
し
た
丸

太
の
切
れ
端
を
「
家
族
に
自
慢
す

る 。」
と
い
っ
て
リ
ュ
ッ
ク
に
し
ま
っ

て
い
ま
し
た 。

そ
し
て 、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て一

番
の
楽
し
み
と
なっ
て
い
る
川
遊
び 。

持
ち
物
に
「
着
替

え」
を
準
備
し
て
い
る

安
心
感
か
ら 、
ほ
と
ん

ど
の
子
が
全
身
び
っ
し

ょ
り
に
な
る
く
ら
い
夢

中
に
な
っ
て
い
ま
し
た 。

帰
り
に
は 、
地
区
に

あ
る
寺
社
や
史
跡
の
見

学
や
イ
ベ
ン
ト

が
目
白

押し
で 、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
に
余
裕
が
な
い

ほ
ど
の
充
実
ぶ
り
で
す 。

子
ど
も
た
ち
の
自
然
体
験
に
は 、
準

備
や
安
全
管
理
の
た
め
に
多
く
の
人
手

が
必
要
と
さ
れ 、
公
民
館
で
は
実
施
し

に
く
い
事
業
で
す 。
し
か
し 、
こ
の
事

業
で
は
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が 、

企
画
か
ら
野
外
炊
飯
の
準
備 、
当
日
の

安
全
管
理
に
ま
で 、
多
く
の
時
間
と
人

手
を
提
供
し
て
い
た 、だ
い
て
い
ま
す 。

こ
の
講
座
の
他
に
も 、
み
な
み
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
企
画
で 、
有
名
講
師

を
招
い
た
「
園
芸
講
座」 、
十
二
支
揃

え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
開
催
し
て
い
る

「
干
支
人
形
づ
く
り

教
室」 、
正
月
し

め
飾
り
の
由
来
か
ら
学
ぶ
「
お
飾
り
講

習
会」 、
公
民
館
ま
つ
り
で
の
模
擬
店

な
ど一
年
を
通
じ
て
多
く
の
人
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
公
民
館
事
業
を
数
多
く

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す 。
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公民館かながわ

障
害
者
と
し
て
自
分
た
ち
で
サ
ー

ク

ル
を
立
ち
上
げ
た
い
と 、
一
九
八
三
年

(
昭
和
五
十
八
年)
松
林
公
民
館
が
開

館
さ
れ
た
の
を
契
機
に 、
卓
球
ク
ラ
ブ

を 、
一
九
八
九
年
(
平
成
元
年)
に
は

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ 、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
好
意
に
甘
え
な
が
ら

月
日
が
流
れ 、
公
民
館
の
二
十
周
年
記

念
事
業
で
は
障
害
者
も
実
行
委
員
と
し

て
お
手
伝
い
し
ま
し
た 。

障
害
者
と
健
常
者
が
共
に
支
え
あ
え

る
地
域
が
ほ
し
い
と 、
二
O
O
三
年

(
平
成
十
五
年)
よ
り

公
民
館
ま
つ
り

の
実
行
委
員
と
し
て
私
た
ち
も
仲
間
に

い
れ
て
い
た
だ
き 、
ま
つ
り
の
当
日
の

三
日
間
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え 、
総

合
窓
口
を
作
り
障
害
者
(
車
椅
子)
で

も
大
勢
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い 、
お
手
伝

い
の
人
た
ち
と
の
パ
イ
プ
役
も
で
き 、

何
よ
り
も
皆
さ
ん
と一
緒
に
で
き
る
こ

と
に
感
謝 。
そ
し
て 、
一
番
感
激
す
る

こ
と
は 、
実
行
委
員
に
な
り
ま
す
と
大

抵
は
二
階
で
会
議
で
す 。
階
段
し
か
あ

り
ま
せ
ん 。
委
員
(
男
性)
と
職
員
が

車
椅
子
を
持
ち
上
げ
て
登
っ
て
く
れ
る

の
で
す 。
皆
さ
ん
い
や
な
顔
も
せ
ず
こ

の
重
た
い
(
?)

車
椅
子
の
私
を 。

最
近
で
は 、
誰
で
も一
緒
に
で
き
る
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茅
ヶ
崎
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

茅
ヶ
崎
市
松
林
公
民
館

「
ロ
ー
リ
ン
グ・
バ
レ
ー

ボ
ー

ル」 、

「ハ
ー

モ
ニ
カ・
サ
ー
ク
ル」
も
で
き

ま
し
た 。
一
人
ひ
と
り
が 、
公
民
館
に

来
る
日
を
楽
し
み
に 、
顔
が
輝
い
て
い

ま
す 。
部
屋
で
の
準
備 、
後
片
付
け
も

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
し
ま

す 。
障
害
者
と
健
常
者
が
地
域
の
中
で

共
に
生
き
て
い
く 、

市
内
の
公
民
館
で

も
当
事
者
が
作
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
は

松
林
公
民
館
だ
け
だ
と
思
い
ま
す 。
こ

れ
も
松
林
公
民
館
利
用
協
の
役
員
皆
様

と
職
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
す 。
私
た
ち 、
こ
れ
か
ら
も
障

害
に
負
け
る
こ
と
な
く

公
民
館
活
動
に

益
々
頑
張っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す 。

会
長

戸
井
田
愛
子
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私
た
ち
ラ・
コ
ン
テ・
オ
カ
リ
ナ
は

平
成
九
年
に 、
大
勢
の
仲
間
た
ち
と
共

に 、
つ
き
み
野
学
習
セ
ン
タ
ー

で
産
声

を
上
げ 、
今
で
は 、
一
回
り

大
き
く
な

っ
て 、
一
段
と
活
発
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た 。

つ
き
み
野
学
習
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と

な
っ
て 、
「
夏
休
み
親
子
オ
カ
リ
ナ
講

座」
を
共
催
し 、
仲
間
入
り
し
た
人
た

ち
と
共
に
地
域
で
愛
さ
れ
る
オ
カ
リ
ナ

いそ

を
め
ざ
し
て 、
日
々
練
習
に
勤
し
ん
で

い
ま
す 。

仲
間
た
ち
と
の
息
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
難
し
く
と
も 、
オ
カ
リ
ナ
の
温
か
さ

と
素
朴
な
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て 、
き
れ

い
な
ハ
ー

モ
ニ
ー

が
で
き
る
ま
で
何
度

も
何
度
も
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す 。

よ
ち
よ
ち
歩
き
か
ら
ス
タ
ー
ト
し 、

今
で
は
大
舞
台
で
の
演
奏
や
コ
ン
サ
ー

ト
を
主
催
で
き
る
ま
で
な
り 、
オ
カ
リ

ナ
を
通
し
て 、
地
域
の
老
人
ホ
l

ム
や

各
学
習
セ
ン
タ
ー

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
盛
ん
に
行
っ
て
お
り 、
オ
カ
リ

ナ
の
魅
力
を
小
さ
な
子
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
幅
広
い
層
の
人
々
に
伝
え
て
い
ま

す 。こ
の
度 、
大
和
市
で
第
三
回
合
同
オ

カ
リ
ナ・
コ
ン
サ
ー
ト

(
平
成
二
十
年

ラ・
コ
ン
テ・
オ
カ
リ
ナ

大
和
市
つ
き
み
野
学
習
セ
ン
タ
ー

十一
月
十
五
日
(
土)
予
定)
が
企
画

さ
れ 、
県
民
の
皆
様
が
楽
し
め
る
文
化

的
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す 。

オ
カ
リ
ナ
を
通
し
て 、
多
く
の
人
た

ち
と
出
会
い
交
流
を
深
め
た
い
思
い
を

胸
に 、
コ
ン
サ
ー
ト

の
実
現
に
向
け
頑

張っ
て
い
ま
す 。
オ
カ
リ
ナ
の
素
朴
な

音
色
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
人
が一
人
で

も
多
く
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す 。

小
室
三
根
子
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一冒

海
老
名
市
生
涯
学
習
課

英美宮台

『
公
民
館
か
ら
学
ん
だ
こ
と』

公民館かながわ

私
が
生
涯
学
習
課
に
配
属
さ
れ
て 、

約
二
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す 。

配
属
さ
れ
た
の
は 、
生
涯
学
習
課
の

職
員
全
員
が
公
民
館
事
務
室
か
ら
市
役

所
庁
内へ
大
移
動
が
あ
っ
た
年
で
し
た 。

現
在 、
受
付
業
務
等
は
委
託
が
主
体

で
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ

り
ま
す 。

私
自
身
も
公
民
館
と
い
う 、
今
ま
で

い
た
部
署
に
は
な
い
情
熱
の
よ
う
な
も

の
を
感
じ 、
初
め
は
戸
惑
い
を
感
じ
て

い
た
も
の
で
す 。
県
公
連
主
事
部
会
へ

の
参
加
も 、
様
々
な
研
修
や
担
当
者
セ

ミ
ナ
ー

の
企
画・
開
催
な
ど 、
や
っ
て

み
る
ま
で
は
と
て
も
不
安
で
し
た 。
し

か
し 、
県
公
連
主
事
部
会
を
通
じ 、
各

市
町
の
公
民
館
を
取
り

巻
く

状
況
や
悩

み
な
ど
を
各
市
町
職
員
と一
緒
に
考
え

る
こ
と
が
で
き 、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た 。ま

た 、
本
市
の
生
涯
学
習
課
と
し
て

の
事
業
で 、
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
生
き

生
き
塾」
と
い
う 、
団
塊
世
代
に
向
け

て
の
講
座
が
で
き
ま
し
た 。
こ
れ
は 、

市
民
が
自
分
達
で
講
座
を
企
画 、
運
営 、

そ
し
て
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う

よ
う
な
講
座
で
す 。
企
画
会
議
な
ど
に

参
加
す
る
と 、
団
塊
世
代
を
迎
え
る
皆

さ
ん
の
活
力
み
な
ぎ
る
姿
に
圧
倒
さ
れ

る
と
と
も
に 、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す 。

こ
の
よ
う
な
市
民
感
覚
の
企
画
や
講

座
が
増
え
て
き
た
こ
と
も
あ
り 、
こ
れ

か
ら
も
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら 、
利
用
者
の
ニ
l

ズ

と
い
う
も
の
を
第一
に
考
え
た
事
業
展

開
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す 。

今
後
は 、
公
民
館
と
い
う
学
習
の
場

に
よ
っ
て 、
公
民
館
主
事
と
し
て
は
も

ち
ろ
ん 、
自
分
自
身
の
成
長
も
楽
し
め

る
よ
う
な
仕
事
が
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す 。

編
集

後
記

七
月 、
洞
爺
湖
で
地
球
温
暖
化
対
策

を
テ
l

マ
に
首
脳
国
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
す 。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い 、

国
境
を
越
え
た
経
済
や
環
境
問
題
へ
の

対
応
が
問
わ
れ
て
い
ま
す 。

今
号
の
特
集
で
は
社
会
教
育
法
の
改

正
に
と
も
な
う
公
民
館
の
今
後
に
つ
い

て
取
り

上
げ
ま
し
た 。
公
民
館
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も 、
急
激
な
変
化
の
波
が

追
っ
て
い
る
よ
う
で
す 。

そ
ん
な
中 、
館
長
研
修
会
や
主
事
部

会
研
修
会
が
職
員
研
鎮
の
場
と
し
て 、

ま
す
ま
す
大
切
な
位
置
を
占
め
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 。

案内A-
z
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ま
も
な
く

新
年
度
を
迎
え
ま
す 。
広

報
部
会一
同 、
今
後
と
も
魅
力
あ
る
紙

面
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で 、
皆
様
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す 。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が 、
こ
の一
年

間 、
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々 、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々 、

こ
の
場
を
借
り
て
再
度
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す 。
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